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 大うつ病性障害（major depressive disorder :MDD）は世界で約3億人が罹患している有
病率の高い精神疾患である（World  Health  Organization, 2018)。MDD患者は未来に対し




頭極（Brodmann area [BA] 10）の関与が報告されている（Benoit et.al, 2011)。これまで
のMDDの画像研究では自己参照プロセスに関連する行動異常や反芻（ルミネーショ
ン）、自責感などの症状にBA10の機能の関連性が指摘されている（Johnson et.al, 2009; 
Jones et.al, 2017)。しかし、MDDにおける未来性思考中の脳神経活動は未解明であり、
我々はMDDにおける未来性思考の神経基盤の解明を目的とする研究を行った。 
 対象者はMDD患者23人と健常者23人。未来性思考の評価尺度であるFuture Thinking 
















片 山  奈 理 子 
Frontopolar cortex activation associated with pessimistic future-thinking in adults with 
major depressive disorder 
（大うつ病性障害における悲観的未来性思考に関与する前頭極の活動）  
